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土
ハ同
研
究
会
記
録
□
一
九
世
紀
の
日
本
「発
見
」
1
旅
行
と
旅
行
記
の
中
の
異
文
化
像
1
(
一
九
九
八
-
二
〇
〇
一
年
度
)
共同研究会記録
一
九
九
八
年
度
〈
第
一
回
研
究
会
〉
一
九
九
八
年
四
月
二
五
日
・
二
六
日
メ
ン
バ
ー
紹
介
/
趣
旨
説
明
/
発
表
テ
ー
マ
(案
)
開
陳
〈
第
二
回
研
究
会
〉
一
九
九
八
年
五
月
一
一
三
日
・
二
四
日
長
田
俊
樹
「
一
九
紀
の
日
本
語
『
発
見
』
1
博
言
学
か
ら
言
語
学
へ
」
伊
藤
久
子
二
英
国
女
性
の
日
本
周
遊
ー
レ
イ
夫
人
の
旅
行
記
か
ら
」
〈
第
三
回
研
究
会
〉
一
九
九
八
年
六
月
二
七
日
・
二
八
日
ビ
ン
・
シ
ン
「
ベ
ト
ナ
ム
知
識
人
が
見
た
明
治
日
本
ー
潘
佩
珠
の
場
合
」
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
「
チ
ュ
ル
ヌ
ス
キ
と
デ
ュ
レ
が
見
た
明
治
四
年
の
日
本
」
稲
賀
繁
美
「
セ
ル
ヌ
ー
シ
と
テ
オ
ド
ー
ル
・
デ
ュ
レ
の
ア
ジ
ア
旅
行
一
八
七
一
-
七
二
」
〈
第
四
回
研
究
会
〉
一
九
九
八
年
九
月
二
六
日
・
二
七
日
ポ
ー
リ
ン
・
ケ
ン
ト
「
ル
ー
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
と
日
本
」
白
幡
洋
三
郎
「
ペ
リ
ー
艦
隊
報
告
書
の
挿
絵
」
〈
第
五
回
研
究
会
〉
一
九
九
八
年
一
〇
月
三
一
日
・
=
月
一
日
天
野
史
郎
「
フ
ラ
ン
ス
遍
歴
職
人
の
旅
」
ペ
ー
タ
ー
・
パ
ン
ツ
ァ
ー
「絵
は
が
き
の
中
の
日
本
像
」
〈
第
六
回
研
究
会
〉
一
九
九
八
年
一
二
月
一
九
日
・
二
〇
日
嘉
本
伊
都
子
「
明
治
期
『
国
際
結
婚
』
観
」
園
田
英
弘
「
西
洋
人
の
旅
行
」
一
九
九
九
年
度
〈
第
七
回
研
究
会
〉
一
九
九
九
年
四
月
二
四
日
・
二
五
日
西
田
正
憲
「瀬
戸
内
海
の
発
見
」
長
島
要
一
「在
デ
ン
マ
ー
ク
目
本
関
係
資
料
の
紹
介
」
〈
第
八
回
研
究
会
〉
一
九
九
九
年
五
月
二
九
日
・
三
〇
日
白
幡
洋
三
郎
「
日
本
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
ー
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の
富
士
」
金
坂
清
則
「
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
論
と
日
本
の
旅
そ
し
て
ブ
ラ
ン
ト
ン
日
本
図
」
〈
第
九
回
研
究
会
〉
一
九
九
九
年
六
月
一
一六
日
・
二
七
日
401
坂
井
洲
二
「
ド
イ
ツ
商
人
幕
末
を
ゆ
く
」
唐
権
コ
九
世
紀
に
お
け
る
中
国
文
人
の
日
本
発
見
ー
王
韜
の
『
扶
桑
遊
』
を
め
ぐ
っ
て
」
〈
第
一
〇
回
研
究
会
〉
一
九
九
九
年
一
〇
月
二
日
ヴ
ラ
デ
ィ
ス
ラ
ブ
・
ニ
カ
ノ
ロ
ビ
ッ
チ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ー
ド
「在
ロ
シ
ア
日
本
関
係
資
料
に
つ
い
て
」
原
田
信
男
「
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
フ
オ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
の
北
海
道
旅
行
」
〈
第
一
一
回
研
究
会
〉
一
九
九
九
年
一
一
月
一
三
日
・
一
四
日
高
田
公
理
「
ク
ロ
ウ
『
日
本
内
陸
紀
行
』
に
つ
い
て
」
頼
富
本
宏
「
四
国
遍
路
の
旅
人
性
-
目
的
・
動
機
の
変
遷
を
通
し
て
」
〈
第
=
一回
研
究
会
〉
一
九
九
九
年
一
二
月
一
八
日
・
一
九
日
劉
建
輝
「
近
代
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
成
立
と
日
本
作
家
の
中
国
『
発
見
』
」
マ
ー
ク
・
メ
リ
「
リ
チ
ヤ
ー
ド
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ス
ミ
ス
の
旅
行
記
」
二
〇
〇
〇
年
度
〈
第
=
二
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
〇
年
四
月
一
=
日
・
二
二
日
ベ
ッ
カ
・
コ
ル
ホ
ネ
ン
「
北
欧
に
お
け
る
一
九
世
紀
の
日
本
『
発
見
』
1
主
に
ヌ
ー
ル
デ
ン
シ
ョ
ル
ド
と
チ
リ
ア
ク
ス
の
日
本
旅
行
記
」
申
昌
浩
「
紳
士
遊
覧
団
の
李
鑢
永
が
見
た
日
本
1
『
日
槎
集
略
』
を
読
む
」
〈
第
一
四
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
〇
年
五
月
一
九
日
・
一
一〇
日
井
波
律
子
「
黄
慶
澄
『
東
遊
日
記
』
に
つ
い
て
」
園
田
英
弘
「
石
炭
を
求
め
て
1
一
九
世
紀
の
四
〇
・
五
〇
年
代
の
二
つ
の
旅
」
白
幡
洋
三
郎
「
ペ
リ
ー
艦
隊
報
告
書
の
挿
絵
に
つ
い
て
」
〈第
一
五
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
〇
年
六
月
一
七
日
・
一
八
日
吉
田
憲
司
「
〈他
者
〉
の
み
た
日
本
・
日
本
の
み
た
〈
他
者
>
1
九
七
-
九
八
『
異
文
化
へ
の
ま
な
ざ
し
』
展
か
ら
」
畑
智
子
「
万
国
博
覧
会
に
お
け
る
「
日
本
」
の
展
示
-
一
八
七
六
年
ブ
イ
ラ
デ
ル
フ
イ
ア
博
、
一
八
九
三
年
シ
カ
ゴ
博
、
一
九
〇
四
年
セ
ン
ト
ル
イ
ス
博
」
〈
第
一
六
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
〇
年
七
月
八
日
・
九
日
マ
リ
ー
・
ル
イ
ゼ
・
レ
ー
ゲ
ラ
ン
ト
「
異
文
化
像
の
発
生
-
一
九
世
紀
の
欧
米
人
旅
行
者
の
温
泉
体
験
(
見
学
)
記
を
巡
っ
て
」
長
田
俊
樹
「
ヘ
ン
リ
ー
・
サ
ヴ
エ
ッ
ジ
・
ラ
ン
ド
ー
の
探
検
ー
単
独
行
・
源
流
行
・
横
断
行
」
白
幡
洋
三
郎
「
外
国
人
の
日
本
体
験
-
保
津
川
下
り
」
〈
第
一
七
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
一
年
一
月
二
七
日
蔡
敦
達
「
中
国
文
人
が
観
た
明
治
日
本
-
旅
行
記
を
読
む
」
白
幡
洋
三
郎
「
我
的
北
.京
滞
在
記
」
〈
第
一
八
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
一
年
二
月
一
七
日
・
一
八
日
井
上
章
一
「
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
-
一
六
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
ま
で
」
白
幡
洋
三
郎
「
三
年
間
の
共
同
研
究
会
を
ふ
り
か
え
っ
て
」
〈
第
一
九
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
一
年
三
月
一
〇
日
.
一
一
日
原
田
信
男
二
九
世
紀
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
『
琉
球
』
認
識
-
蝦
夷
と
の
比
較
を
念
頭
に
」
402
柴
山
哲
也
「米
国
世
論
が
発
見
し
た
日
本
ー
ペ
リ
ー
来
航
時
の
ア
メ
リ
カ
の
ジ
ヤ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
テ
モ
テ
.
カ
ー
ン
コ
.ピ
篝
巽
。
坤
o
日
臣
o
訌
瀞
o
h
g
b
o
ほ
o
げ
巷
芭
昌
5
匂巷
き
.
9
0u
=
魯
巨
鬲
薹
」
□
旅
の
「情
報
」
と
「表
現
」
1
交
流
と
孤
立
か
ら
見
た
日
本
文
化
史
の
再
検
討
1
(
二
〇
〇
二
-
二
〇
〇
四
年
度
)
共同研究会記録
二
〇
〇
二
年
度
〈
第
一
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
二
年
五
月
一
一
日
・
一
二
日
白
幡
洋
三
郎
「趣
旨
お
よ
び
方
針
説
明
」
全
員
討
論
「今
後
の
進
め
方
」
〈
第
一
一回
研
究
会
〉
二
〇
〇
二
年
七
月
一
二
日
・
一
一一
日
白
幡
洋
三
郎
「新
着
資
料
の
紹
介
」
全
員
討
論
「旅
の
「
表
現
」
に
関
す
る
研
究
の
現
状
」
〈
第
三
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
二
年
一
一
月
三
〇
日
・
=
一月
一
日
白
幡
洋
三
郎
「新
収
〈絵
入
り
本
〉
〈
名
所
図
会
も
の
〉
に
つ
い
て
」
早
川
聞
多
「
近
世
艶
本
の
流
布
に
つ
い
て
」
一
一
〇
〇
三
年
度
〈
第
四
回
研
究
会
〉
一
一
〇
〇
三
年
四
月
二
七
日
・
二
八
日
白
幡
洋
三
郎
「
図
会
関
係
資
料
の
収
集
に
つ
い
て
」
錦
仁
「
冥
土
蘇
生
記
・
地
獄
絵
に
見
る
「
旅
」
」
浅
見
和
彦
「
国
文
学
の
旅
」
全
員
「図
会
並
び
に
旅
関
係
資
料
の
検
討
」
〈第
五
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
三
年
六
月
一
=
日
・
二
二
日
早
川
聞
多
「『
京
都
名
勝
図
絵
』
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
」
原
田
信
男
「
日
本
中
世
の
交
流
史
1
『
人
と
モ
ノ
と
道
と
』
か
ら
」
〈
第
六
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
三
年
七
月
一
五
日
・
一
六
日
唐
権
「
明
清
時
代
の
旅
行
案
内
書
に
つ
い
て
」
白
井
哲
哉
「
日
本
近
世
地
誌
に
み
る
「
孤
立
」
と
「
交
流
」
」
〈
第
七
回
研
究
会
〉
一
一〇
〇
三
年
一
一
月
一
五
日
・
一
六
日
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
コ
七
-
一
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
日
本
観
」
錦
仁
「菅
江
真
澄
の
地
誌
作
成
法
1
だ
れ
の
た
め
の
地
誌
か
」
〈
第
八
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
三
年
一
二
月
六
日
・
七
日
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ヴ
ァ
ポ
リ
ス
「参
勤
交
代
に
見
る
旅
の
「表
現
」
と
「情
報
」
」
403
小
松
正
史
「サ
ウ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
ス
ス
メ
」
二
〇
〇
四
年
度
〈第
九
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
四
年
四
月
二
四
日
・
二
五
日
福
山
市
鞆
の
浦
に
て
開
催
福
山
市
鞆
の
浦
歴
史
民
俗
資
料
館
見
学
案
内
…
壇
上
浩
二
、
西
田
正
憲
西
田
正
憲
「紀
行
文
に
み
る
鞆
の
浦
」
〈第
一
〇
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
二
三
日
李
偉
「三
つ
の
「借
」
景
i
小
石
川
後
楽
園
に
借
景
は
あ
っ
た
か
」
早
川
聞
多
「舟
木
本
・
洛
中
洛
外
図
屏
風
に
み
る
都
市
観
」
〈第
一
一
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
四
年
【
一
月
二
七
日
申
昌
浩
「花
見
を
す
る
と
敲
き
一
〇
〇
回
ー
旅
を
禁
じ
る
儒
教
文
化
」
原
田
信
男
「江
戸
の
小
さ
な
旅
-
雑
司
ヶ
谷
鬼
子
母
神
」
〈第
[
二
回
研
究
会
〉
二
〇
〇
四
年
一
二
月
一
八
日
高
橋
伸
子
「
「旅
館
」
の
定
義
-
北
海
道
観
光
の
展
開
か
ら
の
考
察
」
浅
見
和
彦
「女
の
旅
、
聖
の
旅
附
・
庶
民
の
旅
」
404
 
□
国
際
研
究
集
会
『
旅
と
日
本
「発
見
」
1
移
動
と
交
通
の
文
化
形
成
力
』
(
二
〇
〇
五
年
三
月
)
二
〇
〇
五
年
三
月
七
日
(全
体
司
会
)
テ
モ
テ
・
カ
ー
ン
(挨
拶
)
山
折
哲
雄
池
内
紀
「
日
本
人
の
旅
ー
発
見
の
楽
し
み
」
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
日
本
の
旅
・
日
本
へ
の
旅
」
白
幡
洋
三
郎
(
司
会
)
・
錦
仁
・
原
田
信
男
・
厳
安
生
一
一
〇
〇
五
年
三
月
八
日
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
(座
長
)
神
崎
宣
武
(挨
拶
)
白
幡
洋
三
郎
錦
仁
「
旅
人
の
発
見
-
堀
秀
成
の
『
秋
田
日
記
』
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
と
比
較
し
て
」
濱
名
篤
「海
外
団
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ツ
ア
ー
の
普
及
と
土
産
物
店
で
の
購
買
行
動
」
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ヴ
ァ
ポ
リ
ス
「藩
士
の
参
勤
交
代
を
め
ぐ
る
諸
視
点
」
第
ニ
セ
ッ
シ
ョ
ン
(座
長
)
原
田
信
男
高
橋
伸
子
「北
海
道
観
光
の
展
開
」
ド
ゥ
ア
ン
チ
ャ
イ
・
ロ
タ
ナ
ワ
ニ
ッ
ト
「国
家
と
地
方
ア
イ
デ
ン
テ
イ
テ
イ
の
構
築
-
北
タ
イ
の
メ
ホ
ン
ソ
ー
ン
県
に
お
け
る
観
光
政
策
の
ジ
レ
ン
マ
」
共同研究会記録
第
三
セ
ツ
シ
ョ
ン
(座
長
)
唐
権
原
淳
一
郎
「寺
社
参
詣
に
お
け
る
書
物
の
機
能
」
ビ
ン
・
シ
ン
「
フ
ァ
ン
・
ボ
イ
チ
ャ
ウ
(潘
佩
珠
)
が
見
た
明
治
日
本
」
多
田
伊
織
「
あ
こ
が
れ
の
ハ
ワ
イ
航
路
ー
ア
ジ
ア
に
と
っ
て
の
「西
」
、
西
洋
に
と
っ
て
の
「
東
」
」
一
一〇
〇
五
月
三
月
九
日
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
一
一〇
〇
五
月
三
月
一
〇
日
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
(座
長
)
井
上
章
一
厳
安
生
「
時
代
の
変
遷
と
土
ハ
に
変
る
中
国
か
ら
日
本
へ
の
旅
の
イ
メ
ー
ジ
と
風
景
」
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ク
レ
イ
ン
ス
「オ
ラ
ン
ダ
商
館
型
日
本
観
と
鎖
国
」
朴
銓
烈
「門
付
芸
に
つ
い
て
」
第
ニ
セ
ッ
シ
ョ
ン
(座
長
)
浅
見
和
彦
白
井
哲
哉
「名
所
化
す
る
遺
跡
・
廃
墟
」
西
田
正
憲
「風
景
画
家
に
よ
る
日
本
の
自
然
「発
見
」
」
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
(座
長
)
長
田
俊
樹
天
野
史
郎
「旅
す
る
コ
ン
パ
ニ
ョ
ン
」
申
昌
浩
「旅
を
禁
じ
る
儒
教
文
化
」
唐
権
「名
勝
図
会
の
誕
生
-
清
代
に
お
け
る
日
中
文
化
交
流
に
関
す
る
一
考
察
」
二
〇
〇
五
年
一一
月
一
一
日
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
(座
長
)
申
昌
浩
原
田
信
男
「江
戸
の
小
さ
な
「旅
」」
高
田
公
理
「遊
郭
へ
の
「旅
」
i
楽
し
み
と
ヒ
ー
リ
ン
グ
」
浅
見
和
彦
「女
の
旅
、
庶
民
の
旅
」
第
ニ
セ
ッ
シ
ョ
ン
(座
長
)
阿
部
文
司
園
田
英
弘
「
ス
ン
ダ
海
峡
か
ら
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
へ
1
幕
末
オ
ラ
ン
ダ
留
学
六
年
間
の
旅
行
ル
ー
ト
の
変
化
」
ウ
ィ
リ
ー
・
ヴ
ァ
ン
デ
ワ
ラ
「旅
と
政
変
-
幕
末
・
明
治
初
期
を
旅
行
し
た
白
山
(
モ
ン
ブ
ラ
ン
)
伯
」
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
(座
長
)
園
田
英
弘
(副
座
長
)
菊
池
優
子
白
幡
洋
三
郎
「総
括
討
論
へ
の
問
題
提
起
」
全
員
「統
括
討
論
」
一
一〇
〇
五
年
三
月
一
一一日
公
開
講
演
会
(全
体
司
会
)
テ
モ
テ
・
カ
ー
ン
ペ
ー
タ
i
・
パ
ン
ツ
ァ
ー
「旅
の
な
か
の
異
文
化
像
」
白
幡
洋
三
郎
「旅
と
日
本
『
発
見
』
i
国
際
研
究
集
会
報
告
」
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